平成26年度特定非営利活動に係る事業報告書
特定非営利活動法人はぁもにぃ
１　事業実施の方針及び実施の成果

全体
（方針）
発達及び知的障碍の特性を抱えた当事者やその家族が、誤解や偏見を受けることなく、ありのままを認められ、受け入れられ、理解される環境（人・場所）を地域コミュニティの中に確立・構築していくために必要な支援（サービスの提供）及び普及・啓発活動を引き続き行っていく。
（成果）
26年度事業計画に沿い事業を遂行し、期待した成果も概ね達成できたと思う。
特にサービスの充実だけでなく、活動を通して、彼らの居場所作りが重要なことを伝える役目もはぁもにぃは担っているが、今年度も、HPやSNSでの情報発信他、様々なメディアに取り上げられたり、講演会等での話を通して、発信を行うことができた。
また、様々な助成や賞を受けることで、事業の遂行をよりスムーズに進めることが出来たと同時に、助成･賞申請→採択という流れを通して、はぁもにぃの活動の必要性・重要性（＝障碍者支援の必要性・重要性）を広めることもできた。

助成金等
・日本財団福祉車両助成→放課後等デイサービス送迎車両寄贈
・24時間テレビ福祉サポート車助成→就労継続支援移動販売車寄贈
・ヤマト福祉財団ジャンプアップ助成→就労継続支援「はぁもにぃユニバーサル農園
　プロジェクト」に５，０００，０００円助成決定

・千葉市市政功労者表彰記念祝菓子に「はちみつと焼き菓子」の詰め合わせが選定
・ふるさと納税寄付者への返礼品として「プリンセスぷりん」が選定
・ハートフルメッセオブザイヤー千葉ロッテマリーンズ大賞「はにぃシロップ」授賞
・食の３重丸セレクション第５期セレクション「はにぃシロップ」授賞

メディア掲載等
・千葉日報＝Community　Café　♭
・朝日新聞＝はぁもにぃ養蜂部
・ぐるっと千葉＝Community　Café　♭、お菓子工房はぁもにぃ、はぁもにぃ養蜂部
・ベイエフエム「パワーアップモーニング』＝Community　Café　♭、お菓子工房
　はぁもにぃ
・TBSラジオ「もぎたて千葉ドリーム」＝Community　Café　♭、お菓子工房
はぁもにぃ
・手をつなぐ育成会＝放課後等デイサービス
・他、市民活動センター、社協等広報紙、

講演会等

・「放課後等デイサービス保護者交流会」（社会連帯機構主催交流会）
・「東北復興支援コミュニティ研修会」（社会連帯機構東北支部主催研修会）
・「ありのままで大丈夫（発達障碍児への支援）」（佐倉小PTA主催研修会）
・「発達・精神障碍等を有する労働者達の疲労軽減の取組について」（障害者・高齢者
　雇用開発機構主催ヒアリング）


Ⅰ障害福祉サービス事業
　①放課後等デイサービス事業
　（方針）
利用児童の個々の特性を理解し、成人した後も安定した生活を送れるよう、「生活の質を高めるためのコミュニケーションスキルやソーシャルスキルアップ、余暇活動の支援（趣味の獲得）及び社会活動を通して地域コミュニティへの参加」を主な課題とし、今年度から一日辺り指導員数は減らさず、20名から10名に定員変更、預かり終了時間の30分延長、土曜日デイサービス活動の充実（体操教室に加え、グループ活動）利用児童一人ひとりとさらにしっかり向き合える体制を整え、サービス提供内容のさらなる充実に努める。

保護者・学校・保健センター・医療機関等との連携を深め、利用児童に対してのサポート体制を完成させていくことに努めるとともに、他の市民活動団体や自治会等とのつながりを深め、地域コミュニティにおける居場所作りを進めていく。
（成果）
10名定員にしたことで、指導員が児童一人一人とじっくり向き合えるようになり、今まで以上に様子がわかるようになり、それを支援に生かすことができた。
特に長期休暇中は日頃見過ごしがちなところも、より丁寧に見てアプローチすることが
できるので、年間を通して取り組み方を考え、年度末に目指す成果（一人一人の課題解決）が得られるように取り組むことができた。
保護者の方からも「丁寧にきめ細かくみてもらい、感謝している。子どももデイを楽しみにしている」と多数の方からアセスメント時に高い評価を頂くことができた。
また土曜日デイサービスは従来の体操教室に加え、本年度よりグループ活動デイ（毎回全員でディスカッションしながら、課題活動を決めていき、実施する）を始めたが、少人数でより主体的に活動に取り組むデイは、参加メンバーから毎回非常に楽しみだという感想も出ている。
保護者・学校・保健センター・他事業所との連携は概ね出来ているが、医療機関は医療的サービスを必要とする児童がほとんどいないこともあり、さほど進んでいない。しかし
成長に伴い、メンタルサポートの必要性がさらに高まることが予測されてくるため、精神科等との医療連携は今後の課題となると思う。
他の市民団体や自治会等とのつながりを深め、地域コミュニティでの居場所つくりを進めていくことに関しては、他団体主催の活動参加（こどものまち）やCommunityCafe♭ギャラリーでの作品展示などを通し、地域住民の方達へのアプローチをすることができた。
サービスの充実だけでなく、活動を通して、彼らの居場所作りが重要なことを伝える役目もはぁもにぃは担っているが、今年度も、様々なメディアに取り上げられたり、講演会等での話を通して、社会連帯機構主催「放課後等デイサービス保護者交流会」、や「東北復興支援コミュニティ研修会」、佐倉小PTA主催研修会等に呼ばれ、その中で、デイからはじまったはぁもにぃの取組を通して、発信を行うことができた。

　②障害者就労継続支援事業（A型）
（方針）
A型雇用有は時給800円、雇用無は工賃50,000円の支払いを目標とする。
日中活動（働く）場として、充実した時間が過ごせるよう利用者個々の特性に合わせた
サービスプラン（仕事等）を作成し、サービス提供に努める。
A型雇用有はCommunity　Café　♭（ふらっと）において、厨房補助・接客補助・事務補助（PC作業含む）を主な作業トレーニングとして行う。A型雇用無は就労支援プロジェクト「お菓子工房　はぁもにぃ」主力商品の製造（梱包ラッピング含む）に取り組むが、つながる街づくりプロジェクト「Community　Café　♭（ふらっと）」への搬送、通信販売の受付発送、バザーやイベント等でのブース販売も作業トレーニングとして行う。
今年度は新しく入るA型雇用無利用者達を主な対象として、千葉県袖ケ浦市にある坊ノ内養蜂園との共同事業「はぁもにぃ養蜂部＆はぁもにぃ農業部」において養蜂業及び畑作業等も、本人の特性・希望に応じて作業トレーニングとして行う。
デイサービスでの課題でもあった「豊かに人生を過ごせるようにするための趣味の獲得」は、当事業においても引き続き課題とし、作業時間・昼食等休憩時間以外にフリータイムを設け、軽運動や創作活動等に取り組ませていきたい。
（成果）
デイサービス第1期卒業生2名が加わり、7名体制となった（雇用有4名、雇用無3名）デイサービスと同じ、一人一人と向き合う支援を大事に、職場における合理的配慮とメンタルサポート、労働者性を保障する賃金（工賃）の支払い（雇用有り　円、雇用無　円）
を行ってきた。
養蜂部の活動も本格始動し、12月迄は週2日養蜂作業及び農作業、週3日はちみつの瓶詰作業、1月からは土気で2000坪の農地を借り、週3日はちみつ瓶詰め作業を工房に移し、週3日農業部の活動がスタートした。
それにより、お菓子工房と合わせて生産から加工までの6次産業化を進めていく基盤ができた。
♭、工房、養蜂部と部門ごとに独立しながらも、連携し、商品やサービスの提供に努めた結果、就労事業の売上は、♭、工房、養蜂部といずれも上げることができた。
反面経費率も上がっているので、7名に対し支払った賃金（工賃）総額に利益が届かず、適性費用のための、生産管理・在庫管理が課題となった。
「豊かに人生を過ごせるようにするための趣味の獲得」については、仕事終了後に体操教室や、青年塾そらのメンバーとの交流会、給料日のメンバーランチ会、イベント出展時における他イベントへの参加等を通じて、様々な取組を行い利用者達も楽しんでくれたが、継続的な趣味の獲得という点においては、不十分で取組に検討を要する。
Ⅱつながる街づくりプロジェクト「地域の方達と障碍のある方達との架け橋になりたい」
Community　Café　♭（ふらっと）
（方針）
　「場を通してはぁもにぃの思いを伝える」「働く障碍者の工賃アップのビジネスモデルを作る」を目標に、地域とはぁもにぃをつなげるタッチポイントして、顧客ニーズに合わせたサービスの提供に努める。

１階カフェでは地域の生産者達と連携し、地元食材を中心にしたランチ提供を目指す。
ワンディシェフ制度は水曜日を中心に継続していく。
　一日にくる客数を把握できることは、働く利用者にとっても見通しがたち、ストレス度が減る為、予約を中心に客を確保できるよう、お菓子工房はぁもにぃショップコーナーへのテイクアウト客増を目指し、新聞折り込みチラシやダイレクトメールを定期的に出していく。
　毎月の予定表作成とともに、チラシ作りや郵送手配などの新たな仕事の創出も図る。　「カウンセリングカフェ」としての認識も広がり、ニーズも非常に増加してきたこともあり、今年度はさらにその機能を特化させていくこととする。
　具体的にはNPO法人再決断カウンセリングジャパン会員カウンセラーとの連携により、１階カフェでのカウンセラーによるお話会（２：００PM~5:00PM）の実施、２階個別カウンセリングルームでのピアカウンセリング及び個別カウンセリングの実施（予約制）、２階セミナールームでのカウンセリング講座を今年継続して実施（通年）していくとともに、
昼間だけでなく、夜間も開催し、今まで♭に立ち寄ることが出来なかった層にも、機会を提供していく。
　定休日等を利用した１階２階を使ってのワンディショップの開催、、地域イベントでの出張カウンセリングカフェの実施など、より地域の方達とのつながりを深められる取り組みを行っていく。
　事務作業室を整備しなおし、A型利用者の専用事務作業スペースとし、落ち着いて作業に専念できる環境を作る。
（成果）
概ね達成できた。
Caféタイムのカウンセラーによる「女性のためのお話し会」は参加メンバーも固定し、
色々な悩みや不安を持つ女性達が安心して色々な話ができる場に育っている。
また、ワンディシェフの増加と、夜カフェを定期的に開催してくれるワンディオーナーの出現で、はぁもにぃや♭の取組に関心を深く持ってくださるお客様層を広げることができた。
Ⅲ就労支援プロジェクト「誰もが幸せを感じるHAPPYスイーツを提供したい」お菓子工房
　はぁもにぃ
　「商品を通してはぁもにぃの思いを伝える」「働く障碍者の工賃アップを実現させる」を目標に今年度も活動を続けていく。
坊ノ内養蜂園との共同事業「はぁもにぃ養蜂部＆はぁもにぃ農業部」の蜂蜜等をつかった「地産地消スイーツ」及びお客様のご要望から生まれた「アレルギー対応スイーツ」を主力商品とする。
　3時パティシエ河野孝志氏とのコラボレーション「～おいしくつながる優しい気持ち～
はぁもにぃスイーツギフト会員」（年会費12000円）の今年度獲得目標会員数は100人とする。今年度ははぁもにぃ養蜂部の「はぁもにぃはにぃシロップ」もギフトセット内容に加え、商品力をUPするともに、会員に対しての成果報告もしっかり行い、会員になる意味と意義をわかりやすく伝え、会員獲得増に努めていく。
　工房のブランディングをはぁもにぃ総合プロデューサー（株）ZNEM三好和彦氏に依頼、パッケージやフライヤーを一新、♭shop販売、出張販売・イベント販売、SNSやWEBでの発信等を通し、商品の良さが認知されるようになり、25年度は順調に売り上げを伸ばすことが出来た。今年2月には、ちば食の逸品発掘２０１４においても「はにぃシロップ『からすざんしょう』であじわうプリンセスぷりん」が銀賞を受賞、メディアにも多数取り上げられるようになり、流れは出来てきたので、今年度も継続して上記の活動を続けていき、雇用有り3名から5名増に対し時給800円、雇用無し3名に対し日当2500円が実現できるよう、努めていく。
（成果）
概ね達成できた。
「地産地消スイーツ」の評価も高く、千葉市より今年度の市政功労者表彰記念祝菓子や
ふるさと納税寄付者返礼品にも選定された。
スイーツギフト会員については当初の目標１００に対し６０となったが、会員の皆様からは高評価を頂き、２７年度の会員継続へつながっている。

Ⅳ自分発見プロジェクト「はぁもにぃ養蜂部＆農業部」
就労継続支援はぁもにぃ（就労継続支援事業A型）の新たな作業トレーニングの場として
本年度より本格始動する。
本年度はデイサービスを卒業第1期生が養蜂部員となり、仕事に取り組むが、緑と土、そしてミツバチ達に囲まれた彼らにとってストレスの最も少ない環境下のなかで、学校を卒業したばかりの彼らが、社会人としての生活に慣れ、毎日の活動を通して、働く意義や喜びを感じられるよう、支援をしていく。
（成果）
概ね達成できた。
１月からはじまった農業も合わせて、障碍程度が重い人達でも、持てる力を十分に発揮し、大きな成果と自信につながる場をつくることが出来てきている。
また、養蜂部のはちみつは非常に評価が高く、取引の問い合わせが非常に多く、今年度は「マジェルカ（都内セレクトショップ）」「議員会館セブンイレブン」「パルシステム千葉」との取引があらたにはじまり、特にパルシステムは開始以来毎月平均３００本を売上、２７年度からは「大地を守る会」との取引もはじまり、益々売上Upが期待できる。

Ⅴ相談支援事業
（方針）
1億総うつと呼ばれる現在、当事者や家族だけでなく、地域住民の方たちなど、悩みを抱え、話を聞いてくれる人や場を求める人は増える一方である。その受け皿として、制度をだけでは足りない支援を本年度もCommunity　Café　♭（ふらっと）で行っていく。
（成果）
概ね達成できた。

Ⅵ普及・啓発活動
（方針）
毎日の活動、SNSやWEBを通しての発信、普及・啓発イベント「はぁもにぃフェステイバル」の開催、講演会の引受け等を通して、本年度もさらなる普及・啓発活動を行っていく。
（成果）
はぁもにぃフェスティバルは今年度調整がつかず実施にいたらなかったが、他は概ね達成できた。
